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Ⅱ．第六次中期経営計画 
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Ⅱ－１．第五次中期経営計画第２フェーズの成果 

業務粗利益 目標５９５億円 

単体および連結当期利益、ＲＯＡは中計第２フェーズの目標をクリア 
業務粗利益、業務純益、ＯＨＲは、市場金利低下の影響を大きく受けた 
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業務純益 目標２０６億円 単体当期利益 目標１１０億円 

ＲＯＡ 目標０．２６％ 連結当期利益 目標１１７億円 



Ⅱ－２－（１）第六次中期経営計画の概要 

 可能性の追求～潤いある未来の創造へ～ 
お客様との稠密な取引の拡大可能性 
ヒトの成長可能性 
収益機会の拡大可能性 

 

テーマ 

２０１５年４月１日～２０１８年３月３１日（３年間） 期間 

企
業
理
念 

１．お客様第一主義に徹し、最適の金融サービスを提供します 

最良の金融サービスを提供し、お客様から真に愛される銀行 目指す姿 

第六次中期経営計画 

２．企業倫理を遵守し、豊かな地域社会の実現に積極的に貢献します 

３．創造性に富み、自由闊達で人間尊重の企業文化を確立します 

  
基本
戦略 

３．マーケティング戦略 

４．マネジメント戦略 

５．マンパワー戦略 

１．お客様第一主義の実践と管理 

２．経営統合効果の最大化 
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Ⅱ－２－（２）お客様第一主義の実践と管理の枠組み 

 
営業店 

各チャネル 
 

お客様第一主義を管理する＝ 
攻めのコーポレート・ガバナンス 

人材ポートフォリオ バランスシート 

技能・能力・ 
実績情報 

スキル習得に 

至る履歴情報 

・・・ 

監督 

管理・分析 

施策展開 

実践 

枠組み 管理態勢 

情報集約 

見える化 

「お客様第一主義を実践する＝価値共創」 

経営 

本部 

お客様第一主義管理委員会 業績（預貸金） 

蓄積（自己資本） 

物（土地建物等） 

取引種別トランザクション数・利用時間 

お客様別の資金フローの把握 

お客様の要望等の把握 ・・・ 

最適な 

資源配分 

最適な 

金融ｻｰﾋﾞｽの提供 

お
客
様 

接点から生じる情報 
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Ⅱ－２－（３）マーケティング戦略①営業戦略 

「お客様起点での現場力・運営力の発揮」、「グループ一体での収益 
  基盤の拡大」を基本戦略とした営業戦略を展開 

営業戦略 

営
業
態
勢
戦
略 

分
野
別
営
業
戦
略 

お客様との接点強化 

あらゆる商品・サービスを 

ワンストップで提供できる態勢を構築 

お客様起点の 

営業態勢を再構築 

多様化・専門化 

するお客様ニーズ 

業務の多角化 

新規業務 

商品・サービス管理 営業店・チャネル態勢 

グループ営業連携態勢 

個人・法人・地公体の各分野で 

お客様を詳細にセグメント 

地方創生への積極的な貢献 

地域中核企業の育成 

セグメント別営業態勢 

徹底的な中小企業マーケットの 

掘り起こし 

中小企業支援態勢 
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Ⅱ－２－（３）マーケティング戦略②地方創生への取り組み 

地域資源の発掘 

地域産品 

歴史 

街並み 

文化 

スポーツ 

県内情報の集約 
地域資源組合せ 
ネットワーク構築 

安心安全の仕組み 
   （６次化支援） 
地元産品販路拡大 

【インバウンド】 
ひとを呼び込む仕掛け 
産学官金連携した取組 
【アウトバウンド】 
地域資源の最大活用 
海外への県産品輸出 

地域活性化実現 
地域ブランド確立 

新たな 
マーケット開拓 

しごとの増加 
ひとの誘致 

新たなビジネス展開に   
   よる収益拡大 

故郷の再発見 価値共創 

地域活性化 
（まちの活性化） 

県内企業収益拡大 

企業の業容拡大 
（しごとの増加） 

地域雇用維持・拡大 
（ひとの増加） 

自然 

ふるさと名物 
開発・発掘 

可能性の追求 アウトバウンドがメイン施策 

イン・アウトバウンド双方への取組 
（ＧＮＬ戦略、ビジネスマッチング、ファンド等） 

熊本を中心と 
したヒト・モノの

好循環 

ひと・産業・技術 

農産物・資源 

本
年
４
月 

「地
方
創
生
戦
略
室
」 

を
新
設 

専
門
的
組
織
に
よ
る
本
格
的
な
取
組
へ 



運用 
多様化 
戦略 

第五次中計第２フェーズ 第六次中期経営計画 

機動性 
向上 
戦略 

円債中心の 
運用 運用多様化・機動性向上による収益力強化 

Ⅱ－２－（３）マーケティング戦略③市場運用戦略 
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外国債券への取組強化 

株式・ＲＥＩＴ・ファンド 

への取組 

ﾌｧﾝﾄﾞｵﾌﾞﾌｧﾝｽﾞ取組開始 

株式関連収益向上 

機動的ポート運用開始 

安定した収益計上 

外国債券・ファンド等への 
取組強化 

リスクリターンを勘案した 
ポートフォリオを構築 



Ⅱ－２－（３）マーケティング戦略④金融リテラシー向上支援 
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顧客接点強化、金融リテラシー向上のためのチャネル展開 

幅広い層を対象とした金融セミナーを実施 

チャネル展開 

金融セミナー 

八代支店 本店営業部 

個人総合コンサルティングプラザ併設 フィナンシャルプラザ併設 

お客様向け 

学生向け 

金融セミナー  
相続対策セミナー    

 合計１１１回開催 
 延べ約３千人が参加 

 
 
双方向コミュニケーションが可能 

各種セミナーや小学生向け 
 金融教育で大活躍 

行員による講師との絶妙な 
 連携で、評判は良好 

金融教育セミナー開催 

ロボット講師「パルロ」 

県内各地のセミナールームで積極的に開催 

２０１４年１２月新築移転 ２０１５年５月新築移転 
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Ⅱ－２－（４）マネジメント戦略 

健全な企業体質 
＜環境変化＞ 

法制度改正、 高齢化進展等 

リスク管理  
態勢 

収益管理態勢 

中長期的な 
企業価値向上 

適切な     
経営資源配分 

管理システム
の構築 

経営資源の資産価値向上 経営組織構造・機能の改革 

ブランド力
向上 

有形資産 
投資 

システム
投資 

経営資源管理 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ・ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ強化 

高度な経営管理態勢の構築 
環境変化に適応した 

経営基盤の強化 

組織力 
強化 

収益管理 
リスク 
管理 
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Ⅱ－２－（５）マンパワー戦略 

「女性活躍推進室」の設置 

   

体系的教育プログラムの策定  

計画的な研修企画、自己啓発推進 

就業継続のためのスキルアップ推進 

事業所内保育施設 
「ひごっ子の森保育園」の開設 

 

離職率の低減、復職支援 

 

当行グループ従業員の子育て世代が

安心して働ける環境を整備 

知識集約型コーディネート能力開発 経営技術支援能力開発 

 ダイバーシティを推進し、人的資源の有効性を向上 

女性管理職育成 

女性の能力開発 

育休者復職支援 

本年４月、新しい組織を立上げ、新しい設備を開設 

女性行員活躍促進 

福利厚生・ＥＳ向上 

マネジメント マーケティング 



業務純益 

自己資本比率 

ＯＨＲ 

ＲＯＡ 

５５６億円 

１２４億円 

０．２５％ 

７０．４％ 

総預金＋ＮＣＤ平残 ＋２，６００億円 

総貸出金平残 ＋２，８００億円 

コア目標 ２０１７年度目標 

サブ目標 ２０１７年度目標 

Ⅱ－３．財務目標 

業務粗利益 

単体当期利益 

１５９億円 

１２．５％ 

５６０億円 

１２２億円 

０．２６％ 

６７．７％ 

４０，２７２億円 

２５，９８６億円 

２０１４年度実績 

２０１４年度実績 

１６９億円 

１２．５％ 

株主資本ＲＯＥ ４．０％台 ５．１５％ 
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